
 

 

（様式１－３） 

福島県(南相馬市)帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成２７年５月時点 

NO. 6 事業名 農山村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業） 

飯崎地区 

事業番号 (5)-38-5 

交付団体 福島県 事業実施主体（直接/間接） 福島県（直接） 

総交付対象事業費 (101,040)     

302,080（千円） 

全体事業費 (2,173,440)     

2,171,880（千円） 

帰還環境整備に関する目標 

 大震災以前は、地域農業者を中心に農業用施設並びに農用地の保全管理が行われてきたが、原子力災害

の影響により、避難指示区域に指定され、通常の農業用施設の適切な管理が不可能となり、農用地につい

ては作付け制限が課せられ、営農再開自体が困難な状況となっている。なお、本地区の一部においては津

波による被害にも見舞われている。 

よって、本事業を導入することにより、被災農家を含めた地域住民の帰還の促進や担い手農家への農地

利用集積を図り、農村地域の再生加速化を目指すものである。 

事業概要 

本地区は東日本大震災以前からほ場整備事業を実施すべく調整してきたが、上述のとおり営農再開が困

難な状況となっている。しかし、担い手をはじめ多くの農家は営農再開意欲が強く、この機会に基盤整備

を行うことで、ほ場の大区画化等による農業生産性の向上、農作業の協業化、担い手への農地集積を促進

することを目指している。 

（このため、農地整備事業を実施すべく、実施計画策定を行う。） 

 

（また、ハード事業については、農山村地域復興基盤整備事業（農地整備事業）を予定している。） 

本年度から農地整備工事に着手し、A=15ha の区画整理工事と事業実施に必要な換地経費等の調査を行う。 

 

  受益面積 A=102.2ha（飯崎（はんさき）地区） 

【南相馬市復興計画の記載】 

主要施策３(経済復興)－基本施策 3-1(産業の再生)－主な方策(農林水産業への支援) 

 被災農地の大区画化と利用集積を進め、経営主体の生産法人化による大規模経営と農業経営の複合化

の推進を図る。 

【福島県復興計画の記載】 

（３）新たな時代をリードする産業の創出 

④ 産業の再生・発展に向けた基盤づくり 

    農業の持続的発展と農家が意欲とやりがいを持って営農できる環境を整えていくため、農用地の

利用集積と一体となった農地整備事業をはじめとした農業農村整備事業を推進する。 

 

当面の事業概要 

＜平成 26～29 年度＞  

  境界測量、実施設計、農業経営高度化支援事業 

 



 

地域の帰還環境整備との関係 

 本地域は避難指示区域であったことから、農用地並びに農業用施設の維持管理が不可能となり、施設の

劣化や機能低下が顕著であるため、再生加速化の目標達成に向け、本事業の導入による農業生産基盤の整

備を行う必要がある。  

関連する事業の概要 

本地区は、県営経営体育成基盤整備事業で平成 22 年度に事業着手したが、初年度の測量設計中に東日本

大震災により被災した。 

 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 
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置換盛土 購入土CBR20＜ t=60cm

表層工 再生密粒度AS20 t=5cm

上層路盤工 粒調砕石 0～40mm t=15cm

下層路盤工 再生骨材RC-40 t=15cm
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農山村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業）　飯崎地区　位置図

事業番号：（５）－３８－５
事 業 名：農山村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業）
地 区 名：飯崎地区



農山村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業） 飯崎地区 位置図

事業番号： （５）－３８－５

事 業 名：農山村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業

地 区 名：飯崎地区

前年度まで

Ｈ２７年度

来年度以降

凡例

　区画整理工　A=15ha

　\156,750円

 測量試験費　１式 ¥26,600

 用地補償費　１式 ¥7,030

 換地費　　　１式 ¥9,620


